令和６年度浜竹保育園事業報告
１．概　要

①運営方針

　
　　●大田区保育園における「医療的ケア―児の受け入れ」も年々増え６年度は小規模園の空のある園が受け入れたようです。当園としても各家庭の育児環境を共有しまた問題点について検討しながら保育時間や体調を崩した時の柔軟な対応をしてきました。しかし、未だ数件の家庭には登降園の連絡や保護者対応などに苦慮しているところです。
●大田区の待機児も概ね解消されてきましたが、逆に欠員が多くなり保育施設の縮小や定員の見直しを行っているようです。当園においても引っ越しや兄弟関係で転園など途中の入れ替りが多くなっています。幼児クラスは引っ越しが続き2名欠員のまま年度末を迎えました。
●保育士の経験者が多くなると同時に子育て中の人も増えてきました。仕事と育児のワークバランスについて経験別に業務の進めかたと休暇の取り方について全員で話し合い、共通理解や仕事の効率化と職場風土の改善につながりました。また、新人や経験の浅い職員の業務姿勢向上にもつながりました。

●昨年度より、大田区の保育監査チェックが大変細かく厳しくなりました。保育事務や実践はもとより委託費の執行状況について管理担当者が同行しチェックし、今後の予算計上に厳しい指導を受けました。
保育内容や環境については、大きな指摘はありませんでした。併せて第三者評価受審結果については、課題として保育情報を家族や外部に発信について前向きに考えてはどうかと助言を頂きました。他、保育運営については良い評価を受けました。改善すべきところは全員で共有し次年度につなげます。
②3月末園児数　　１３７名　3月には３名欠（５歳・４歳・３歳　各１名ずつ）
　　　　　　　
③事業実施実績　　３１２日（１２月２９日～１月３日までは大田区の規定により休園）
④開園時間　月曜日～土曜日　　　７時１５分から２０時１５分
　　　　　　　・休日保育実施実績（４月・５月・６月）
17日間　　　延べ　３０　人（利用児童８人）
　　　　　　　８時３０分から１７時３０分
　

　⑤保育時間　（月曜日～土曜日）

早朝保育　　　　　　　７時１５分から  ８時３０分

　　　　　　　　通常保育　　　　　　　８時３０分から１８時１５分

　　　　　　　　延長保育　　　　　　 １８時１５分から２０時１５分
　⑥職員数　　園長１名、　主任保育士１名、　副主任１名
保育士　２８名（うち７月・８月・9月・3月　産休から育児休業入り　３名）
　　　　　　　（３月１名産休入り　１名）
・　延長保育専任（正規）1名　　・　病気休暇１２月より２名

　　　　　　・看護師１名、（８月産休入）　産休代替え９月より派遣看護師１名
　・栄養士・調理員　５名（うち育児休業代替え３月末１名）
非常勤保育士３名　　延長専任非常勤保育士１名　　派遣保育士１名
保育補助員パート（早朝または夕方保育）２名、
嘱託医（大田区の指定による）　内科医1名、歯科医1名
２．保育運営

　　①保育理念
　　　●こどもは、こども同士認め合い、助け合い、学び合う、こども社会の中で、成長することが望ましいと考えます。

　　　●私たちは、こどもの個性・人格を尊重し、自立を促し、日々の生活の中で家族とともにその成長・発達の援助を行います。

　　
②保育方針

　　　●十分に養護の行き届いた環境の下、こども達が主体的に生き生きと生活・活動できる環境を整え自己を十分発揮し人として『生きる力』をはぐくむ。
　　　●愛着関係を確立させ、こどもとの継続的な信頼関係を築く。
　　　●保育所職員の専門性を活用し、在園児及び地域の子育て支援を行う。
　　③保育目標
　　　　「共に遊び　　共に育ち合い　　学びに向かう子」
　　　１．友達と一緒に遊び、楽しみながら様々な体験を重ねる中で、考えたり工夫したり、協力したりしながら主体的に行動する力を身につけるこども

　　　２．互いの思いや考えを共有したり、自分と異なる考えに気付いたりしながら学びに向き合い、互いに育ち合える子
　　
　　④クラス編成及び職員配置　　定数１４０名３　月末在籍１３７名
　　　0歳児　かめ組　　　　１６名　　保育士７名
　　　1歳児　かに組　　　　２１名　　保育士４名（他、派遣保育士1名）（補助員１名）　
　2歳児　ぺんぎん組　　２４名　　保育士４名（要支援児対応1名含）
　　　3歳児　いるか組　　　２６名　　保育士３名
　　　4歳児　とびうお組　　２５名　　保育士2名（非常勤保育士1名）
　　　5歳児　くじら組　　　２６名　　保育士２名（非常勤保育士1名）
　　　保育士　　　　　　　　　　　　２２名　他（病欠者１名・育児休業者４名・産休者１名）
　　　主　任　　　　　　　　　　　　１名
　　　副主任　　　　　　　　　　　　１名（乳児フリー兼務）
　　　延長専任保育士　　　　　　　　１名
非常勤保育士（有資格）　　　　４名（非常勤保育士３名・派遣保育士１名　）

　　　保育補助　　　　　　　　　　　１名（常勤１名）

　　　保育補助　　　　　　　　　　　２名（パート）
　　　嘱託内科医（１名）　　嘱託歯科医（１名）
　⑤保育内容
　
　●園庭を人工芝に変えることにより靴に履き替える必要もなく、乳児も園庭にすぐ出られ、かけたり転がるなどのびのびと体を動かし楽しむことが出来ました。転んで怪我をすることも少なくなりました。幼児もかけっこや芝生の上で運動遊具を使うことが多くなり遊びの幅が広がりました。全身をよく使うことによりぶつかることも少なくなり、体感や基礎能力が高まったように感じています。
　　　●令和６年度は途中で看護師が産育児休暇に入ったため、代替え看護師を雇用しました。業務に慣れるまで健康教育は保育士が中心に行いましたが、徐々に看護師による健康教育も組み入れることにより幼児クラスは健康意識が向上してきました。保護者にもこどもの活動を通し健康意識の啓発を行いました。
●異年齢交流も昨年度より回数を増やしました。４期には年長クラスが1歳クラスの午睡明け着替えなどのお世話をすることを喜び自分の番を楽しみに待つようになりました。
●大田区は「SDGｓ未来都市」に選定され啓発活動に取り組んでいます。園としても０歳児から日々の活動を通しこども達に何を伝えたいか年齢別全体計画を作成し、共通理解を図り取り組んでいます。２歳以上児は資源を大切にすることを共有し、保育活動に反映させてきました。こども達の中でも「SDGｓ」という言葉がよく聞かれますが、体験と結びついて実感できるよう工夫してきました。日々の積み重ねが大切となりますので、引き続き啓発していきます。
　　⑥家庭との連携
　　　●登降園のQRコードでの打刻システムも定着してきましたが、一部の方についてはQRコードネームを忘れ首に掛けない等ルールから外れる方に対し年度初めや保護者会、また大きな行事を通し保護者にお願いするもなかなか徹底できない現状です。職員による声掛け運動もしましたが更に個別対応に主に協力をお願いをしています。
　　　●保護者の要望に応え、期後期の保護者会において各年齢少人数でフリートーキングの時間を30分程度設けました。特に職員は介入せずまたテーマを決めず、護者のみで自由に話を勧めていくことにより、育児の情報交換にとどまらず話が盛り上がり連帯意識も持てたようで好評でした。
●年々保育園送迎や行事（運動会・発表会）の参加にお父様が多くなっています。そのため保育参観や保護者会は１名としていましたが、枠を広げ２名としお父様の積極的な参加を歓迎しました。子育ての情報交換の機会や保育への理解を深めるよい機会となりました。
　⑦人材育成
●令和６年度は新規採用者が５人、育児休業復帰者４人と体制が大幅に変わりました。そのため園内の新人研修（組織・社会人として・人権・安全保育）は、園長が中心に行いましたが、服務や保育事務については主任が行いました。
●新人保育士の育成について各パートでチューター役を任命し、より相談しやすい環境にしました。助言するチューターにとっても業務を見直す良い機会になったようです。
園内勉強会として公開保育を試みました。若手中心に他クラスの保育実践を見て意見を出しあい、個々の振り返りと保育の見直しを行い実践力につなげました。保育士としての意識も変わったようです。
●看護師の引継ぎが出来ない中バトンタッチとなり、事務所職員でフォローしながら業務を勧めました。事務所メンバーにとってもみんなで業務を確認する機会となりました。
　　　●6年度の新入児受け入れの際、身体面において配慮を要するお子さんという情報で、事前に病気について看護師による勉強会を行いましたが、受け入れ時点において既に配慮の必要はないという事で大きな問題はありませんでした。
●家庭背景による家庭支援を必要とする家庭が多くなっているなか、統合失調症の方の対応に苦慮しました。保育サービス課・子ども家庭支援センター・地域の保健師・病院などと連携を取り日々対応してきました。精神疾患はひとり一人症状も異なります。今後も園外の知識や援助を頂きながら各御家庭の事情に沿った支援が出来るよう学び合い、より適切な対応が出来るよう努めます。
　　　
　　　
⑧地域の実態に対応した事業

　　　地域子育て支援事業

　　　●子育て支援活動は大田区の様々な施設で取り組みが広がり、保育園での活動への集客は増えず難しいところです。しかし、少ない人数ながら楽しみにきてくださるのでリピーターを大切に丁寧に関わりました。
・施設見学実績　７月～１１月（計１８日）　午前・午後各５人～６人　　
　総計、大人１０３名
　・体験保育（応援券利用）　　　　　６組　大人６人　こども７名
　・「子育て支援　はまっこクラブ」　６・７・９・１０・１１・１２・１・２月　計２４名
　　リピーターが多い。離乳食講習には７名参加しました。
　　　●近隣の老人施設には、夏祭りのポスターを掲示し当日、手作り神輿を担ぎ施設の広場で披露しました。お礼の手紙をみんなで書いて届けました。（お手紙や作品展示等）

　　　幼保小中との連携事業
　　●近隣保育園との交流も昨年度より回数を多くしました。後期には両園の発表会での出し物を
　　　披露しあいました。回を重ね子ども同士の関りも積極的になりました。
　　●近隣中学校との交流や体験学習やボランティア実績
　　　・保育園交流（東糀谷保育園）　　年間５回
　　　　・萩中小学校１年生と交流　２月１３日　　　　　授業体験をしました
　　　　・粷谷中学校・羽田中学校　２年生による体験学習　計１１名が３日間保育体験をしました。
　　　　・実習生受け入れ　５校９名
（聖徳保育専門学校１名・羽田幼児教育専門学校２名）
　　　　　　　（横浜こども専門学校１名・　彰栄保育福祉専門学校１名）
（東邦大学看護学部６月３名　・７月１名）
　　　　　・ボレンティアの要望はありませんでした。
●粷谷保育園の起震車体験には４歳児と５歳児が参加させて頂きました。指導して頂き３歳以上児が体験しました。怖がる子もいましたが、良い経験になりました。
⑨苦情処理
　　　●入園説明会において苦情解決「第三者委員」制度について丁寧に説明し周知しました。
　　　　保育中の怪我の対応については、日本スポーツ振興会にかけること、また大学病院等で受診する際は初診料について、保護者負担をお願いすることを説明しました。
　　　●保護者対応が年々難しくなってきています。これまでの事例検討勉強会に加え、個々の判断や対応にならないようしないよう、その都度リーダー会で検討、周知徹底を図りました。
6年度は「第三者評価を受審」しましたが、概ね良好との回答でした。出欠連絡や連絡帳のICT化についてはご要望があり、後期保護者会で次年度の方針や取り組みに向けて説明をしました。
　⑩リスクマネジメント　
　　　●災害時事業継続（PCB）や安全保育計画（各マニュアル）についてプロジェクトを立ち上げ見直しました。備蓄品などもすべて点検分かりやすく表示しなおしました。
散歩等園舎外に出る時の人数点呼と園への報告者の明確化等リーダー会で話し合いより確実なチェックリストにしました。遊具につては不具合や改善等について記録する項目を追加し、チェックの機会を増やしみんなで共有するようにしました。
　　　●消火訓練・通報訓練・防犯訓練など消防署や警察の方に来ていただき講習会を実施しました。
　　　　起震車体験も近隣園の訓練に参加し、当園における幼児クラスの煙体験も実施しました。
●職員体制が大幅に変わるため安全保育や人権尊重などの学習会と日々の危機管理について伝達方法や確認の仕方を各パート及び職員会で共有しました。
●例年実施している救急救命や応急手当については、看護師のれ替わりにより講習会継続が出来ませんでしたが、感染症や怪我対応などは全職員会で共有しながら資料を基に理解をすすめました。また、新規採用者について嘔吐下痢処理方法や感染症対応について看護師より、講習を行いました。
　　　●調理パートも新しい職員が加わるため、調理パートはもちろん保育パートでも除去食提供や衛生管理など共通理解と確認作業を重ね、事故なく美味しい給食を提供することが出来ました。
　●4月の年度初めに園庭に人工芝を張り、かけっこや運動遊びが安全にできる環境を整えました。保育室の遊具棚やパーテーションも仮の衝立からコーナーに合わせて作って頂いた安全なものに変えました。転んで怪我することも少なくなりました。
⑪　修繕及び備品購入
　　・年度初めの4月に園庭（160㎡）に人工芝を張りました。（エール株式会社）
　　　４，１１８，４００円（施工費含む）
　　・0歳児保育室オムツ交換台を衝立で間仕切りにしていましたが、指を挟む怪我があったため、業者に現場状況に合わせ工作してもらいました。

　　・パソコン（ディスクトップの調子が悪く買い換えました。また新年度より活動記録を配信するため、当初予定より多く購入（ノート３台）増やしました。
　　・カメラも不具合が生じ３台入れ替えました。
　　・１階職員トイレ（だれでもトイレ他２室）の便座をウオシュレットにしました。
　　・大田区に依頼しホールと２階廊下の床をシートに張り替えました。


